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研究成果の概要（和文）：　地域のMALUI連携の統合型データベース「にいがた　MALUI連携地域データベース」
のシステムの一部を更新し、また、映像データを追加し、現時点で約5万点の映像をサイトアップした。
　本科研の報告書として原田健一・水島久光編『手と足と眼と耳－地域と映像アーカイブをめぐる実践と研
究』,学文社,313頁,2018年3月に刊行した。全20章のうち、研究代表者、ならびに分担者が13章分を、研究会で
発表してもらった研究者が7章分を執筆した。研究成果を地域に還元するために、展覧会「村の肖像展Ⅳ」を
2017年11月から2018年1月にかけて、新潟市ならびに金山町で開催した。

研究成果の概要（英文）：First, the system of Niigata MALUI Regional Database was partly updated, to 
which about 50,000 images has been uploaded. Second, as the research report of our project, Harada 
Kenichi and Mizushima Hisamitsu edited and published in March 2018 Hands, Feet, Eyes, and Ears: 
Practices and Studies on the Regional Image Archives. The anthology contains 20 chapters, 13 of 
which were written by the principal/co-investigators of our project and 7 of which by researchers 
who had delivered papers in our workshops. Third, in order to return our research achievements to 
the regional society, special exhibition Portraits of the Village IV was held from December 2017 to 
January 2018 in Niigata and Kaneyama.

研究分野： 映像社会学
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ス　中間的コミュニケーション
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 

(1) アメリカ的なグーグルの戦略やＥＵ的な

オープンデータ政策など映像という文化資

源の共有化をめぐってさまざまなことが行

われ、また議論もされている。当然のことな

がら、こうした欧米の動向を紹介し、研究す

ることも行われている。しかしながら、欧米

でデジタル化による文化資源の共有化が大

きく進められているのに、日本社会ではほと

んど進展していない。これはなぜなのか。デ

ジタル化というグローバルな展開のなかで、

火急に実証的かつ実践的な研究をすること

が求められている。 

 (2) 本研究は、2009 年以来、継続的に調査

研究が進められている新潟における地域映

像アーカイブ・プロジェクトの実践的な研究

の蓄積をもとに、なぜ、映像の共有化が進ま

ないのか、さらには、どうしたら改善するこ

とができるのかを、社会実験によって明らか

にしようとする。 

 

２．研究の目的 

(1) この研究では、日常生活における映像、

特にマスとパーソナルをつなげる、社会の中

間的なコミュニケーションを支えるさまざ

まな「地域」コミュニティの映像を発掘し、

研究をすることを通して、日常生活における

私たちの社会的行為の役割や意味、それを支

えている社会的文脈、その関係性、さらには

社会的な記憶のあり方を、実証的に明らかに

する。 

「地域」という枠組み設定は、マス、中間

形態、パーソナルの相互作用、相互補完性を

明らかにするだけでなく、メディアがもつロ

ーカルとグローバルな関係性や、グローバル

に同時多発的に展開し、構造化するメディア

のあり方をも明確にするものである。 

(2) 本研究では、具体的に「新潟」という一

つの地域の枠組みを用いることで、地域のさ

まざまな機関の中間的なコミュニケーショ

ンというべき「地域」コミュニティに関連す

る映像を発掘・デジタル化したコレクション

を中核とすることで、マス・コミュニケーシ

ョンからパーソナル・コミュニケーションま

での全体像を捉える。そしてこれら地域メデ

ィアの情報（コンテンツ）を集合化し、横断

的に検索し、研究できるようにする。 

 (3) こうした日常生活世界の映像領域の全

体を捉えることを通して、映像の社会文化資

源としてのあり方を明らかにする。さらには、

こうした映像を共有化するために、異なる地

域の機関である、博物館、資料館、図書館、

大学、産業界と提携することをＭＡＬＵＩ連

携というが、そうした大きな社会的な枠組み、

システムを創出し、既存の社会システムの再

構築という大きな社会問題と関わる。本研究

は、単なる研究という枠では収まらない、大

きな社会的動向のなかにあり、自らもそうし

た動向に荷担するという、社会実験的なアプ

ローチをとる。 

 

３．研究の方法 

(1) 地域のさまざまな機関と連携しつつ、映

像を発掘、整理し、デジタル化をしてデータ

ベースを作成しつつ、統合していくという地

道な作業をベースにする。その上で、地域で

のワークショップや展示会、上映会などを開

催しつつ、さまざまな形で聞き取り調査を行

うことで、日常生活世界における映像メディ

アのあり方を具体的な局面から明らかにす

る。 

(2) 異なった機関と機関のデータとは、その

まま異なったジャンルのデータ群とデータ

群と統合を意味するだけでなく、機関と機関

との連携によるデータの統合を意味する。統

合データベースの閲覧・公開にあわせ、今後

の地域の関連機関のデータの統合がどうい

った社会的意味をもつのか、具体的な事例に

もとにしながら、研究するために研究会、シ

ンポジウムを行い、その問題点を議論する。 

(3) こうした議論を、新潟を中心にしながら

も、今後は夕張、神戸などの地域と連携し、

各地域を比較し、地域と地域との共通性と差

違を明らかにする予定である。 

 

４．研究成果 

(1) 2017 年 3 月より、統合型データベース

のサイト「にいがた MALUI 連携地域デー

タベース」として、新潟県立図書館と協力し



戦前期の地域新聞をデジタル化し「郷土新聞

画像データベース」を立ち上げた。このデー

タベースは、「地域」コミュニティに関連す

る映像を発掘・デジタル化した新潟大学地域

映像アーカイブの「にいがた 地域映像デー

タベース」と統合されており、地域メディア

のコンテンツを集合化し、横断的に検索でき

るためのシステムを構築し、2017 年度にお

いては、システムの一部更新、ならびにデー

タを追加し、現時点で約 5 万点の映像をサイ

トアップし、地域機関との MALUI 連携によ

る公開を促進した。 

(2) 研究成果を地域に還元するための展示と

して、「村の肖像展Ⅳ」2017 年 11 月 17 日～

12 月 10 日に新潟市・砂丘館など、2017 年 12

月 22 日～2018 年 1 月 14 日に金山町・中央公

民館などで開催。「新潟市無形文化財〈市山

流〉と新潟古町花街」を 2018 年 3 月 17～31

日に新潟市・旧齋藤家別邸などで開催。調査

ならびに教育利用のためのワークショップ

を 2017 年 7 月 6 日に南魚沼市塩沢公民館、

小学校での授業ワークショップを 2018 年 3

月 7 日に新潟市東曽根木小学校で開催。 

(3) 本科研の報告書として原田健一・水島久

光編『手と足と眼と耳－地域と映像アーカイ

ブをめぐる実践と研究』,学文社,313 頁,2018

年 3 月に刊行した。 
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〔その他〕 

ホームページ等 

「にいがた MALUI 連携地域データベー

ス」 

http://arc.human.niigata-u.ac.jp/malui/ 

より、下記の二つのデータベースに入るこ

とができる。 

「にいがた 地域映像アーカイブデータベ

ース」http://arc.human.niigata-u.ac.jp/db/ 

「新潟県立図書館 郷土新聞画像データベ

ース」 

http://niigata-press.human.niigata-u.a

c.jp/wy/shinbun/ 

「にいがた MALUI 連携地域データベー

ス」は連携している関連機関でのみ閲覧が可

能である。ただし、「にいがた 地域映像アー

カイブデータベース」は研究用の閲覧につい

ては、申請（ID とパスワード）すれば閲覧が

可能である。2017 年度はシステムの更新、

ならびに約 2万点の写真などのデータを追加

し、サイトアップを行った。 

なお、「新潟県立図書館 郷土新聞画像デー

タベース」の高精細の完全版は、新潟県立図

書館と新潟大学附属図書館で閲覧できる。 
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